
森
岡
孝
二
編

『格
差
社
会
の
構
造

グ
ロ
'-
パ
ル

資
本
主
義
の
断
層
』

本
書
は
'
基
礎
経
済
科
学
研

究
所

･
大
阪
支
部
の

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
三
冊
目
の
研
究

成
果
で
あ
る
｡
こ

の
十
数
年
へ
勤
労
者
を
取
り

巻
-
状
況
は
ど
の
よ
う

に
変
わ

っ
た
の
か
､
そ
の
特

徴
お
よ
び
原
因
は
何

か
-

こ
の
勤
労
世
帯
の
置
か

れ
た
状
況
を
デ
ー
タ

に
基
づ
き
'
資
本
主
義
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
と
い
う
観

点
か
ら

､
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
本
書
の
課
題
で
あ

る
｡
構
成
は
以
下
の
通
り
｡

序

章

こ
う
し
て
拡
大
し
た
格
差
と
貧
困

(森

岡
孝
二
)

第

一
章

新
し
い
働
き
す

ぎ
と
ホ
ワ
イ
ー
カ
ラ

ー

･
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ

ン

(森
岡
孝
二
)

第
二
章

雇
用
の
外
部
化
と
製
造
業
に
お
け
る
派

遣

･
請
負

(高
田
好
章
)

第
三
章

ア
メ
-
カ
の
ス
タ
ッ
フ
ィ
ン
グ

･
サ
ー

ビ
ス
産
業
と
労
働
市
場
改
革
(仲
野
組
子
)

福

田

泰

雄

第
四
章

デ
ィ
ー

セ
ン
-
ワ
ー
ク
と
日
本
の
労
働

基
準

(高
橋
邦
太
郎
)

第
五
章

家
計
の
資
産
格
差
と
生
活
格
差

(高
島

嘉
巳
)

第
六
章

日
本
経
団
連
の
税
制
提
言
と
格
差
問
題

(大
辺
誠

一
)

第
七
章

繊
維
産
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
ユ
ニ
タ

ロ
経
営

(小
野
満
)

第
八
章

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
多
国
籍
種
苗

企
業

(森
井
久
美
子
)

序
章
で
は
､
所
得
格
差
の
拡

大
と
そ
の
下
で
の
貧

困
層
の
拡
大
が
論
じ
ら
れ
る
｡

今
日
へ
勤
労
世
帯
で

も
所
得
格
差
が
拡
大
し
､
年

収
二
〇
〇
万
未
滴
世
帯

が
五
四
七
万
､
総
世
帯
の

一
一

･
〇
%
を
占
め
る

(二
〇
〇
二
年
)｡
ワ
ー
キ
ン
グ

･
プ
ア
の
増
大
で
あ

る
｡
森
岡
氏
は
'
こ
う
し
た
格
差
拡
大
'
貧
困
世
帯

の
拡
大
を
パ
ー
ト

派
遣
等
の

非
正
規
雇
用
の
拡
大

に
求
め
'
そ
の
制
度
原
因
を
労

働
規
制
の
緩
和
､
と

り
わ
け

一
九
九
九
年
以
降
の
緩

和
に
求
め
る
｡
さ
ら

に
､
こ
う
し
た
制
度
改
正

の
背
景
と
し
て
経
団
連
の

戦
略
､
株
価
至
上
主
義
の

存
在
を
指
摘
す
る
｡

第

一
葦
で
は
､
生
活
の
余

裕
を
奪

い
'
健
康
を
蝕

む
長
時
間
労
働
問
題
が
テ
ー

マ
と
な
る
｡
日
本
で

は
'
三
〇
歳
-
四
四
歳
の
働
き

盛
り
の
男
性
は
'
平

均
で
週
五
〇
時
間

(年
二
六

〇
〇

時
間
)
働
き
､
週

六
〇
時
間

(年
三
〇
〇
〇
時
間
)

以
上
の
も
の
も
当

該
世
代
の
二
五
%
に
上
る
｡

近
年
'
女
性
に
つ
い
て

も
週
五

〇
時
間
以
上
働
-
層

が
増
大
す
る
｡
筆
者

は
､
サ
ー
ビ
ス
残
業
に
支
え
ら

れ
､
過
労
死
を
伴
う

こ
う
し
た
長
時
間
労
働
の
原
因

､
背
景
と
し
て
､
組

合
規
制
の
弱
さ
'
グ
ロ
ー
バ
ル

資
本
主
義
､
情
報
資

本
主
義
'
消
雪
資
本
主
義
へ

株
主
資
本
主
薬
を
指
摘

す
る
｡
導
入
が
検
討
さ
れ
て

い
る
ホ
ワ
イ
ー
カ
ラ

ー

･
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
も
同
じ
ラ
イ
ン
に
の
る
も

の
と

し
て
批
判
さ
れ
る
｡

第
二
章
の
テ
ー
マ
は
'
製
造

業
に
お
け
る
派
遣
労

働
の
実
態
で
あ
る
｡
派
遣
労
働

者
数
'
時
給
､
雇
用

期
間
の
一
般
的
状
況
が
ま
ず

確
認
さ
れ
'
続
い
て
'

製
造
業
に
お
け
る
偽
装
請
負
､

社
会
保
険
の
未
加

入
､
労
災
リ
ス
ク
へ
技
能
伝

承の困難'労働現場のモラル

低



官 評

東
＼lJ車
で
は
'
ア
ノ
リ
カ
L
J･お
け
る
非
l止
規
一碓
m川

L
J
つ
い
て
の
新
し
い
動
き
か

紹
介
さ
れ
る
｡
非
正
規

雇
用
の
供
給
､
管
理
を
担
う
ス
タ
ッ
フ
ィ
ン
グ

･
サ

ー
ビ
ス
は
､
労
働
条
件
を
低
位
に
釘
付
け
る
｡
ア
メ

リ
カ
で
は
､
こ
う
し
た
状
況
に
対
抗
す
べ
-
'
日
Ld

い
派
遣
労
働
者
保
硬
を
目
的
と
す
る
州
法
の
制
定
､

州
政
府
に
よ
る
訓
練
制
度
の
導
入
'
そ
し
て
N
G
O

に
よ
る
派
遣
事
業
の
試
み
が
生
ま
れ
て
い
る
｡

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
う
労
働
条
件
の
悪
化
は
､
日

本
､
ア
メ
リ
カ
に
限
ら
れ
た
こ
と
で
は
な
い
｡
こ
う

し
た
状
況
の
中
t
I
L
O
が
打
ち
出
し
た
の
が

｢デ

ィ
ー
セ
ン
-
ワ
ー
ク
｣
原
則
で
あ
る
｡
第
四
黄
は
'

こ
の
｢デ
ィ
ー
セ
ン
-
ワ
ー
ク
｣
原
則
の
内
容
が
紹

介
さ
れ
､
そ
の
立
場
か
ら

｢日
米
投
資
イ
ニ
シ
ア
テ

ィ
ブ
報
告
書
｣､
｢EZ=本
経
団
連
規
制
改
革
要
望
｣
で

掴
げ
ら
れ
た
ホ
ワ
イ
ー
カ
ラ
ー

･
エ
グ
ゼ
ン
ブ
シ
Tn

ン
制
度
が
批
判
さ
れ
る
｡

第
五
章
の
テ
ー
マ
は
'
世
帯
間
資
産
格
差
の
拡
大

で
あ
る
｡
世
帯
間
梁
産
格
差
の
拡
大
の
第

1
の
原
因

は
､
所
得
格
差
で
あ
り
'
第
二
の
原
因
が
相
続
資
産

格
差
で
あ
る
｡
本
章
の
特
徴
は
､
税
'
社
会
保
障
､

公
共
料
金
､
授
業
料
な
ど
'
政
策
要
Eglを
資
産
格
差

原
EElに
加
え
､
分
析
し
た
点
に
あ
る
｡

第
六
章
の
テ
ー
マ
は
'
二
〇
〇
七
年
度
の
日
本
経

団
連
税
制
提
言
と
そ
れ
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
O
二

〇
〇
〇
年
度
以
降
の
税
制
改
革
経
過
を
見
れ
ば
､
大

手
金
惹

け
の
I
T
校
造

山呪
､
そ
の
F
･万
で
の
仙洞

人
所
得
に
対
す
る
増
税
と
い
う
特
徴
か
浮
か
び
上
が

る
｡
消
苛
税
引
き
上
げ
を
含
む
二
〇
〇
七
年
度
税
制

改
正
提
言
も
こ
の
延
長
線
上
に
の
る
も
の
で
あ
る
｡

提
言
の
第
二
の
特
徴
は
'
証
券
投
資
俊
遇
税
制
の
存

続
で
あ
る
｡
筆
者
は
､
こ
れ
に
対
し
､
提
言
に
よ
る

税
制
改
正
が
低
所
得
世
帯
ほ
ど
大
き
な
租
税
負
担
と

な
る
こ
と
'
ま
た
､
企
業
の
内
部
留
保
が
こ
の
間
累

積
す
る
事
実
を
指
摘
し
､
批
判
す
る
｡

第
七
章
で
は
'
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
影
響
を
真

っ
先

に
受
け
て
き
た
或
妊
産
薫
を
例
と
し
て
'
生
き
残
り

を
か
け
た
ユ
ニ
タ
ロ
の
戦
略
の
分
析
か
ら
'
地
域

･

中
小
企
業
の
生
き
残
り
､
雇
用
確
保
の
可
能
性

･
峨

略
が
示
さ
れ
る
｡
具
体
的
に
､
そ
れ
ま
で
の
多
段
階

分
断
構
造
に
伴
う
情
報
分
断
の
弊
書
を
克
服
す
る
た

め
の
税
の
企
業
間
ネ
ッ
-
ワ
ー
ク
形
成
､
中
小
企
菓

同
士
の
綻

･
横
情
報
共
有
化
､
大
手
の
ア
パ
レ
ル
メ

ー
カ
ー

二
ア
キ
ス
タ
イ
ル
メ
ー
カ
ー
か
ら
独
立
し
た

デ
ザ
イ
ナ
I
市
場
の
形
成
､
以
上
三
点
で
あ
る
｡

第
八
章
の
テ
ー
マ
は
'
食
生
活
の
質
に
関
わ
る
農

産
物
'
農
業
問
題
で
あ
る
｡
近
年
'
多
国
措
ア
グ
リ

ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
り
､
ま
た
国
家
戦
略
と
し
て
遺
伝
子

組
み
換
え
作
物
が
開
発
さ
れ
'
飼
料

･
燃
料
用
､
そ

し
て
食
品
加
工
岡
を
中
心
に
そ
の
作
付
け
規
模
が
急

速
に
拡
大
す
る
｡
本
章
で
は
､
遺
伝
子
組
み
換
え
作

物
が
､
果
た
し
て
質
､
畳
の
両
面
に
お
い
て
食
料
の

小甘
全
性
を
保
u坪
す
る
･む
の
で
.め
る
の
か
が
gnt
hL
ら
れ

る
｡

1九
八
〇
年
代
以
降
､
世
界
の
巨
大
企
業
は
､
直

接
投
頚
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
7
-

･
ワ
ー
ク
形
成

を
進
め
る
｡
日
本
の
巨
大
資
本
も
例
外
で
は
な
い
｡

す
な
わ
ち
､
グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
-

･
ワ
ー
ク
を
い
か

に
構
築
し
､
い
か
に
活
用
す
る
か
が
グ
ロ
ー
バ
ル
競

争
を
制
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
｡
こ
れ
は
､

新
た
な
資
本
主
義
時
代
の
到
来
で
あ
る
O
こ
う
し
た

状
況
下
､
バ
ブ
ル
崩
壊
を
契
機
と
し
て
､
勤
労
世
帯

の
生
活
は
､
労
働
条
件
'
雇
用
機
会
､
所
得
､
い
ず

れ
の
面
で
も
'
格
差
が
広
が
り
'
劣
悪
化
が
広
が

る
｡
本
管
の
メ
リ
ッ
ー
は
'
第

一
に
'
こ
う
し
た
勤

労
世
帯
の
生
活
状
況
の
変
化
に
労
軌
条
件

･
生
活
条

件
の
総
体
と
し
て
迫
っ
た
点
に
あ
る
｡
第
二
は
'
日

本
経
団
連
に
代
表
さ
れ
る
多
国
籍
企
業
の
経
営
戦

略
､
お
よ
び
対
応
し
た
国
家
政
策
と
の
関
連
に
お
い

て
生
活
状
況
の
悪
化
に
迫
っ
た
点
に
あ
る
O

最
後
に
､

二
一lR
コ
メ
ン
-
す
れ
ば
､
勤
労
世
帯
の

生
活
条
件
の
劣
感
化
を
多
面
的
'
総
体
的
に
論
じ
て

い
る
が
ゆ
え
に
'
終
章
を
設
け
て
､
あ
ら
た
め
て
生

活
権
回
復
の
道
筋
を
示
し
て
欲
し
か
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
｡

(桜
井
書
店

･
定
価
二
八
三
五
円
=
税
込
)

3-

(ふ
-
だ

や
す
お

二

橋
大
学
教
授
)


